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１．研究主題   

「夢・志を育む教育活動の実践・研究 ～一人一人が大切にされる学級経営を土台として～」 

 

２．主題設定の理由 

本校は西部管内の小学校で最も児童数・教職員数が多い学校である。児童の実態からすると、養育

不足等の家庭的な背景を抱える児童や発達障害等の特性から特別な支援を必要とする児童が多く在

籍しており、生徒指導や特別支援教育等に力点を置く必要がある学校である。 

本校は昨年度まで学校生活における諸問題（いじめ・不登校等）を未然に防ぐことをねらいとした

学校活性化・安定化実践研究事業を受託し、取り組んできた。これまでの研究実践をベースに、教職

員が学級経営や授業づくり等について話し合いながら、組織として統一感を持って生徒指導の三機能

を生かした授業づくりや特別活動の実践等を行ってきた。授業や活動の中に個人思考の場を取り入れ

たことで、自分の考えをもち、発表しようとする児童の姿が増えたが、依然として自分の思いや考え

を伝える児童に偏りが見られることや、学級経営、授業づくりにおける学級間のばらつきがあるとい

う課題が残った。 

今年度も児童の主体性を育てることに重点をおきながら、資質・能力の育成に向けて児童の問いを

大切にした授業づくり、児童が自己存在感を実感しながらよりよい人間関係を形成し、自己指導能力

を高めていくことができる教育活動に取り組むと共に「５あ（挨拶・安全・後始末・集まり・遊び）」

についても教職員間で共通理解を図りながら「協働と徹底～子どもに主体性を 実践に統一感を～」

を合言葉に、教職員間で共通理解を図りながら学校全体で取り組みを進めていく。 

 

３．研究の進め方と方法 

（１）研究体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）夢・志を育む学級経営のための実践研究事業 

取組の２本柱 ①資質・能力ベイスの授業づくり ②児童主体の学級・学校づくり 

 

研究に関する企画、立案、進捗管理等 

（校長・教頭・主幹教諭・研究主任・三部会の代表） 

学習規律、基礎基本の定着、研究授業（算数科・学級活動） 

学力・学習実態把握、家庭学習の充実 

学級活動の充実、道徳教育、人権教育 

Q-U検査の実施・活用 

縦割り班活動の充実、児童主体の学校行事、委員会 

望ましい生活習慣づくり、体力・運動機能の高まり 

小中連携による合同授業研の実施（道徳・理科・外国語） 

チームによる授業研 

 

授業改善プロジェクト 
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４．今年度の主な取組 

（１）資質・能力ベイスの授業づくり 

研究授業〔第４学年：算数科「倍の見方」〕 

付けたい力（資質・能力）を明確に持ち、児童の問いを大切にした授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童主体の学級・学校づくり 

 学級活動(1)…児童主体で集団の合意形成を図る取組 

学級活動(2)(3)…教師主導で、個人の意思決定をする取組 

実践例〔第６学年：学活（１）〕 

議題「５年生と仲良くなろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今年度の成果と課題【成果：〇 課題：●】 

○自分の考えをもち、発表しようとする児童の姿が増えてきた。学級会でも計画委員を中心に主体的

に取り組む姿を多く見ることができるようになってきた。 

○研究指定にかかるアンケート結果（４～６年）「あなたは、授業中に自分の思いや考えを安心して言

えますか」の項目において、12月肯定 73.6％⇒２月 78.9％に向上した。 

●全体の場での発表者が、まだ固定化している。相手意識、目的意識を持った聞き方ができていない 

児童も見られるので「話す・聞く」の指導を学校全体で継続していく。 

●落ち着きのない学級が見られるので、学級経営の見直しを行い、子ども同士がかかわり合い、お互い 

 のことを理解できる場を設定する。 

●「新たな不登校者数」については２月現在２名となっている。（不登校者数 R4 8名 R5 7名） 

気づきや問いを持つことを他教科・活動へとつなげていく 

事前の活動…計画委員が活動計画を作

成、学級会ノートに自分の考えを書く。 

本時の活動…提案理由を話し合いの視

点にして意見を出し合い、合意形成を

行う。話し合い全てを子どもたちに任せ

るのではなく、話し合いが停滞した場合

には、教師が適切に介入する。 

事後の活動…学級会で決まったことは

実践し、ふり返りを各学級で行い、学活

（１）の取組を学級の歩みとして掲示し、

自己や学級の成長をふり返る。 


